
［成果情報名］アスパラガスのトンネル被覆による作期前進と茎枯病軽減

［要約］アスパラガス露地栽培において、3月上旬にトンネル被覆することにより、春の収

穫や立茎開始が、約1ヶ月早くなる。また、茎枯病の軽減、収量増加の効果も見られ、所

得も向上する。
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［担当］福島農総セ・浜地域研究所

［代表連絡先］電話 0244-35-2633

［区分］東北農業・野菜花き（野菜）

［分類］技術・普及

--------------------------------------------------------------------------------

［背景・ねらい］

アスパラガスの夏秋期栽培において、露地栽培の占める割合は大きいが、茎枯病等の発

生が多く、生産性も低い。一方、半促成栽培の生産性は高いが施設導入に伴う設備投資が

必要なため導入が限られている。そこで、早春期に簡易なトンネルで被覆することで、露

地栽培の作期前進による生産性向上、及び、早期の立茎による茎枯病の発生軽減をはかる。

［成果の内容・特徴］

１．3 月上旬にトンネル被覆することにより、春の収穫が慣行の 5 月上旬より約 1 ヶ月、

立茎開始も約 1 ヶ月早くなる（図 1）。

２．トンネル被覆区における収量は、前進化による寒さのために春の収穫は少なくなるが

立茎開始期が早くなることから夏の収穫期間が長くなり、2 期どり露地慣行栽培を上

回る（図 2）。

３．トンネル被覆区、早期立茎区では梅雨前に茎の硬化が進み、茎枯病の発生が少ない（図

3）。

４．トンネル被覆では、トンネル資材による物財費、およびトンネル設置開閉労力が増加

するが、収量が多く、春の単価が高いことにより 10 ａ当たり所得、1 時間当たり所得

が慣行を上回る（表 1）。

［成果の活用面・留意点］

１．トンネル設置時に積雪のない条件が必要であるため、長期積雪地帯では適用できない。

２．収穫始めの時期のトンネル内気温が氷点下にならないよう、無理な前進化は避ける（収

穫開始時の最低気温平年値 2 ℃を目安とし、トンネル被覆はその 1 ヶ月前とする）。

３．トンネルは高さ 50cm、幅 80cm、0.05mm 農ポリ被覆とし、萌芽が始まるまで密閉、そ

の後、立茎開始までは収穫時のみ開放する。

４．供試品種：ハルキタル



［具体的データ］

（福島県）

［その他］

研究課題名：県オリジナルアスパラガス品種の安定生産技術の確立、露地栽培での安定生

産技術の確立

予算区分：県単

研究期間：2007 ～ 2010 年度

研究担当者：常盤秀夫、渡邉仁司
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図３ トンネル被覆時期と茎枯病罹病茎率
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注）罹病茎率：罹病茎数／総茎数
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図２ トンネル被覆時期と収量
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表１　アスパラガストンネル栽培の収益性（10a当り）
作型 粗収益 物財費 所得 所得率 労働時間 1時間当たり所得

春収量 夏収量 春単価 夏単価
（kg） （kg） (円) (円) (円) (円) (円) （％） （時間） （円/時間）

３月被覆 416 1,321 1,121 845 1,581,314 651,382 929,932 59% 341 2,727
慣行 631 937 920 819 1,348,412 601,324 747,088 55% 298 2,507

注）粗収益は東京都中央卸売市場H20～22月別平均単価及び月別収量から算出
　　 物材費、労働時間は福島県農業経営計画策定指標を参考にした
　　 物材費のうち、トンネル支柱は5年使用、農ポリは1年使用として試算した

収量 平均単価

図１　トンネル被覆時期と春・夏の収穫日
3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

3月トンネル被覆
　夏収穫期間　6/8～10/5

4月トンネル被覆
　　　　　４／２被覆　　春収穫期間　4/13～4/30 　　夏収穫期間　6/10～10/5

慣行
春収穫期間　4/23～5/10　　 　　　　　夏収穫期間　6/22～10/5

3月トンネル被覆
夏収穫期間　6/9～10/22

4月トンネル被覆
　　　　　４／８被覆　　春収穫期間　4/23～5/9 　　夏収穫期間　6/16～10/22

無被覆早期立茎
春収穫期間　5/4～5/17　　 　　　夏収穫期間　6/22～10/22

慣行
春収穫期間　5/4～5/26 　　　　　夏収穫期間　6/27～10/22

2009年
（4年株）

2010年
（5年株）

３／３被覆　　　　春収穫期間　3/30～4/20

３／５被覆　　　　春収穫期間　3/31～4/23


